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平成 23年（2011年）東北地方太平洋沖地震に伴う海底地殻変動
Huge seafloor movements associated with the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earth-
quake
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平成 23年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震では、国土地理院GEONETによる観測によって、本震時に電子
基準点「牡鹿」が東南東方向へ約 5.3ｍ移動、約 1.2m沈下するなど、非常に大きな変位が観測されている。

海上保安庁では、GPS/音響結合方式による海底地殻変動観測の技術開発及び海底基準点の展開を行っている。地震後
の 3月 28、29日に、震源域に設置してある海底基準点の被害状況調査のための緊急観測を実施した。

震源のほぼ真上に位置する海底基準点「宮城沖 1」において、東南東へ約 24m移動、約 3mの隆起という極めて大き
い地殻変動が観測されたほか、震源の西方約 40kmの海底基準点「宮城沖 2」では、東南東に約 15m移動、約 0.8mの沈
下、震源の南東約 120kmの海底基準点「福島沖」では、東南東に約 5m移動、約 0.9mの隆起が観測された。これらの変
動量は、地震時の変位に加え、地震後の余効変動も含んだものであるが、震源域である海域は陸上よりもはるかに大き
な変位があったことがわかる。

海底基準点「宮城沖 1」及び「宮城沖 2」の観測結果と、電子基準点「牡鹿」の観測値を比較すると、全ての観測点で
東南東へ変動しており、「宮城沖 1」の水平変動量は「牡鹿」の 4倍以上の値を示すように、陸側から海溝側に向かい水
平変動量が増加している。また、上下変動は「宮城沖 2」と「宮城沖 1」の間で沈降から隆起へと変化しており、地震時
の断層運動による沈降域と隆起域の境界が両基準点の間に存在していることが示唆される。

海上保安庁では、4月以降も釜石沖の海域に設置してある海底基準点で調査を行ったほか、今後も余効変動が続くこ
とが予想されることから、各海底基準点において観測を継続的に実施している。本発表では、それら最新の成果を含め
て報告する予定である。
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